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政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

（仮）川西ブランド
研究所の創設

87.5

川西ブランドの確立に向けた取り組み姿
勢は評価できる。ブランド確立には相応
の時間とコストがかかることから、研究
機能を高め新たなコンセプトを設定する
とともに、付加価値を生み再生産してい
く仕組みづくりを含めた具体的な展開を
進められたい。

資源、情報の活用と
発信

-

産業間のネットワー
クの促進

-

地場産品の開発と流
通の促進

87.5

絶対的な強みを持った地場産品が生み出
されていない。産物に限らない幅広い観
点を持ちながら６次産業化の発展に繋が
る人材育成や特産品・加工品開発を積極
的に支援し、地場産品を確立したうえで
着実な流通の促進につなげられたい。

コミュニティビジネ
スの創造

-

新エネルギー利活用
の調査、研究

-

起業の育成、支援 87.5

女性農業者の起業促進支援など意欲的な
取り組みは評価できる。起業マインドを
高めるため魅力ある企業支援を構築し、
更なる充実を図られたい。

産学公による調査、
研究機関の創設と川
西ブランドの創造

概ね順調

　６次産業化拠点施設の有効活用に向
け、人材育成、商品開発、川西ブラン
ドの確立等各取り組みを加速させる必
要がある。また、各施策が連動するよ
う、産品のＰＲ、流通体制の仕組みづ
くりについても調査研究を進められた
い。

行政評価（外部評価）結果総括表（平成２７年度実施計画）

第１節　産業を創造しゆたかで元気なまちをつくる

第１項　川西ブランドの創造

新たな産業づくりの
促進

やや課題あり

新たな産業づくりの促進に向け様々な
視点で施策が展開されているが、具体
的な成果が見えず事務事業と施策が有
効に進んでいないと考えられる。女性
や高齢者に焦点を当て人材育成を行い
所得向上に結び付けるため、商品開発
や産品づくりなど具体的な取り組みを
進められたい。



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

地域営農組織の育
成、法人化の推進

-

農地の集積化 87.5

農業従事者の高齢化や担い手の減少等の
背景から、農地の保全や耕作放棄地防止
として成果は上がっている。農地集積は
農業者の制度理解を深めるとともに、担
い手の確保に向けた対策と連動しながら
継続的に取り組まれたい。

環境保全型農業の推
進

-

付加価値の高い売れ
る米づくりの推進

87.5

付加価値の高い米づくりについては、消
費者ニーズ等も考慮した多方面からの研
究・検討、知名度の向上に向けた取り組
みを進め、米の価格に反映されるよう努
められたい。

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

憩いの広場づくり支
援

87.5

憩いの広場づくりに向けた様々なイベン
トが展開され、参加人数が増加傾向にあ
るが、周知活動や町民を巻き込んだ仕組
みづくりを充実させることで更なる効果
が期待できるため、改善を図りながら継
続的な取り組みに向け支援を図られた
い。

きれいな街づくり支
援

-

第２項　持続し発展する農業の振興

中心市街地活性化基本計画に基づく具
体的なアクションプランを明示し、自
らが暮らす地域社会への関わりが深め
られる意識啓発の助長を進めるととも
に、これまで成果をあげ定着している
事業への継続的な支援を図られたい。

第3項　賑わいのある商業の振興

地域営農システムの
確立

概ね順調

地域営農システムの将来ビジョンを示
し採算性を視野に入れた展開が必要。
町基幹産業の一つである農業を意欲的
に推進するため関係機関と連携し、
諸々の課題を先取りして施策展開を図
られたい。

「川西の米」のブランド力が市場でど
のレベルにあるのか、どのように受け
入れられているのか客観的に数字で示
していく必要がある。その上で調査研
究を進め持続可能な農業の推進と競争
に勝ち残れる「川西の米」のブランド
確立に向け更に取り組みを進められた
い。

概ね順調
競争力の高い水田農
業の確立

中心市街地の賑わい
づくり支援

概ね順調



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

誘致促進に向けた環
境づくり

81.3

企業誘致促進に向けた各種取り組みにつ
いては評価できるが、成果が出ていな
い。企業の受け入れ態勢等現状を踏まえ
課題を整理したうえで企業誘致に向けた
戦略を立て、実績につながる取り組みを
進められたい。

融資、奨励金等の支
援

-

企業間の交流促進 87.5

企業訪問、産業フェアの開催、設備投資
促進補助等企業支援に向けた積極的な取
り組みが行われた事は評価できる。各取
り組みについてはその効果の周知や、効
率性を高めながら推進されたい。

各種制度を活用した
経営支援

-

起業、開発支援 81.3

起業、開発支援に向け十分な資金援助に
つながるよう、制度設計の再精査を図る
とともに、活用に向けた周知活動に努め
られたい。

多様な就労活動への
支援

-

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

広域観光の推進 -

情報発信、イベント
の充実

87.5

ディスティネーションキャンペーンや花
回廊キャンペーンなど、広域での観光PR
事業を有効に活用するとともに、電子媒
体等進化する情報発信手段の研究を行い
ながら更なる有効な情報発信に努められ
たい。また、旅行代理店に向けた団体客
の誘客策を講じるほか、観光施設と観光
イベントを有機的につなげながら経済交
流の拡大につなげられたい。

推進体制の充実 -

年々観光者数が減少傾向にあることか
ら、広域観光の視点により観光資源を
つなげることによる誘客増加の取り組
みを強化するなど新たな観光開発、連
携を進めるとともに、電子媒体等進化
する情報発信手段の研究を行いながら
更なる有効な情報発信に努められた
い。

概ね順調
観光PR活動及び推進
体制の充実

企業誘致の推進 やや課題あり

企業誘致による定住の促進・町民の所
得向上に向け、積極的な情報収集と誘
致活動の推進、受入体制の整備が必要
であるが、企業誘致が進まない現状を
踏まえ施策が有効であるかの見直しに
ついても検討されたい。

第５項　資源活かした観光の振興

起業支援 概ね順調

起業支援策については、町内外にその
有効性を発信するとともに、支援され
る側に立った制度設計の再精査を図る
必要がある。

第４項　ものづくりを育む工業の振興

企業の経営安定の支
援

概ね順調

企業の経営安定支援に向けた各施策に
ついては課題を整理し企業支援の姿
勢、手段を見直しながら更に強化を図
られたい。



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

施設の整備と効率的
な運営

-

保育サービスの充実 100

平成２７年度からスタートした子ども子
育て新制度についてはスムーズな移行が
行われた。関連する各事業ともに人口減
少解決策として成果をあげており、保育
サービスの充実に向け今後更なる充実を
図られたい。

相談体制、情報提供
の充実

93.8

育児相談の実施については町民ニーズを
反映し効率的に実施された。勤めている
親の相談受け入れや交流の場の確保につ
いては今後の課題と思われることから、
運営体制の検討も含め、関係機関との連
携強化を図りながら体制の充実を図られ
たい。

交流と遊びの場の提
供

-

地域子育て団体等と
の連携

-

子育てサークル、託
児ボランティアの育
成

-

ふれあいの場、遊び
の場の空間づくり

-

放課後児童の健全育
成

81.3

共働き世帯が増加している中で有効に展
開されている。放課後児童クラブが設置
されていない学区については設置に向け
た早急な取り組みを進められるととも
に、放課後子ども教室との連携協力によ
る効率的な運営についても検討された
い。

施設環境の充実 順調

施設の老朽化対策、子ども・子育て支
援制度への移行など対応が図られた。
少子化対策、若者の定住促進につなが
るよう子ども・子育て支援制度の充実
に向けた支援策の充実強化を図られた
い。

第２節　みんなで支えあい安心して暮らせるまちをつくる

第１項　子育て環境の充実

地域子育ての充実 概ね順調

地域における子どもの健全育成の推進
に向け、地域差の解消等課題解決に向
けた改善策の実行と内容の更なる充実
を図られたい。

子育て支援センター
機能の充実

概ね順調

若い世代の親にとっては必要不可欠な
政策であり、充実した内容で実施され
ている。休日対応など新たな町民ニー
ズを把握しながら更なるサポート体制
強化を図り、子育てを他市町村と差別
化し町の特徴となるよう子育てのブラ
ンド化を目指されたい。



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

健康体力づくりの推
進

87.5

各事業の内容、実績から非常に有効的に
実施されている。医療費抑制の観点から
も今後中高年代の活動に工夫を図りなが
ら町民の健康づくりへの支援を継続的に
取り組まれたい。

元気づくり団体の育
成支援

-

生活習慣病予防の推
進

100.0

受診実績より生活習慣病予防に向けた行
政と町民の意識の向上がみられる。医療
費抑制の観点から、今後は若年層の意識
高揚を図るとともに町民の健康長寿づく
りへの支援を継続的に取り組まれたい。

感染症予防の推進 -

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

地域包括支援セン
ターの創設

93.8

核家族が増える中、当該支援センターの
役割は大きく、今後更なる支援体制強化
が求められる。民生委員の協力などを得
ながら地域包括支援センターと相談機関
との連携を強化するとともに、在宅介護
支援センターの周知を図られたい。

介護予防の推進 100

多様な効果が期待できる事業であり、計
画通り事業を展開しており成果をあげて
いる。今後とも介護給付の抑制に向け一
次予防、二次予防事業を効果的に展開し
ながら支える側の体制の更なる強化を図
られたい。

継続的な介護支援 -

生活習慣病予防についての事業は良好
であるが、感染症予防の推進について
は目標値に届いていないため、原因究
明を図りながら予防体制の強化、受診
率の向上に向けた周知など更なる取り
組みを図られたい。

今後のニーズの増加を想定し支える側
の体制強化を図りながら、地域や医療
機関との連携、役割分担や周知活動を
行うなど総合的な支援体制を図られた
い。

概ね順調
地域包括支援体制の
構築

第４項　介護予防と支援体制の充実

第２項　元気づくりの推進

元気づくり活動の充
実

概ね順調

各施策における事務事業の実績から有
効な取り組みが実施されている。健康
長寿の推進に向け、経費の確保と新た
な視点を取り入れた事業展開を検討す
るとともに構成する事務事業が連動す
るよう体系化を図られたい。

生活習慣病予防と感
染症予防の推進

概ね順調



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

同世代、他世代間と
の交流の場の創設

-

学習機会の提供 100.0

高齢者に向けた生涯学習については浸透
しており有効に事業が実施されている。
高齢者の活躍につなげるためには学習の
成果を発揮できる場の創出が必要である
ことから、更なる工夫を図られたい。

主体的活動への支援 -

就労機会の拡大 -

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

障がい者への住民理
解の高揚

-

在宅生活支援の推進 100.0

各サービスの利用者が年々増える傾向に
あることから、更なる事業の充実に努め
られるとともに、住み慣れた地域で暮ら
していけるよう、生活支援と社会参加支
援を更に推進されたい。

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

庁舎建設に向けた調
査検討

81.3

庁舎建設については今後の大きな課題で
あり、耐震診断の結果を受け第５次総合
計画の中で対応を明確にし、迅速に対応
する必要がある。

公共施設の耐震調査
と整備

-

第７項　ノーマライゼーションの推進

高齢者が活躍できる
場の創出

概ね順調

同世代、他世代間との交流事業など事
業内容の精査、改善策の対応を行いな
がら、政策の充実を図るとともに、生
きがいづくりや働く場の提供を通し
て、高齢者が元気で活躍できる場の創
出を図られたい。

第６項　高齢者の社会参加の促進

障がい者の生活支援
サービスの充実

概ね順調

各サービスの利用者が年々増加傾向に
あることから、更なる事業の充実と検
証を行いながら在宅生活支援の継続的
な取り組みを進められたい。

防災拠点として庁舎
及び公共施設の機能
調査

概ね順調

耐震診断については計画通り事業が進
められたが、耐震診断結果を考慮し防
災拠点としての庁舎等の在り方と公共
施設の整備について、有効的かつ迅速
に検討を進められたい。

第８項　危機管理体制の確立



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

町民と行政の協働に
よる街づくり推進体
制の構築

-

街づくりデザインの
確立

87.5

中心市街地活性化基本計画アクションプ
ランを第5次総合計画に着実に反映し、賑
わいのある市街地形成の推進に努められ
たい。

中心市街地の賑わい
づくりの支援

87.5

中心市街地活性化基本計画アクションプ
ランを第5次総合計画に着実に反映し、賑
わいのある市街地形成の推進に努められ
たい。

羽前小松駅の多角的
利活用の推進

-

都市計画の見直し -

ふれあいの丘の整備 93.8

まどかのリニューアルを契機に、町民の
憩いの場として一層の活用促進に向け、
情報発信と集客力向上の取り組みに工夫
されたい。また、ふれあいの丘の魅力増
進に向け、パークゴルフ場の早期整備に
努められたい。

協働の杜の創造 -

広域的視点に立った
土地利用の推進

81.3
施策に対する具体的な事業の進展が見ら
れない。早期に、都市的な土地利用の方
向性、ビジョンを明確化すること。

医療、住宅、商業が
融合したまちづくり
の推進

-

第３節　住み良い環境を創り次世代につなげるまちをつくる

ダリヤ園、内山沢一
帯の土地利用の構築

概ね順調

まどかのリニューアルを契機に、町民
の憩いの場として一層の活用促進に向
け、情報発信と集客力向上の取り組み
に工夫されたい。また、ふれあいの丘
の魅力増進に向け、パークゴルフ場の
早期整備に努められたい。

施策に対する具体的な事業の進展が見
られない。早期に、都市的な土地利用
の方向性、ビジョンを明確化するこ
と。

第１項　計画的な土地利用の推進

歴史や文化など地域
資源を活用した中心
市街地づくりの推進

概ね順調

中心市街地活性化基本計画アクション
プランを第5次総合計画に着実に反映
し、賑わいのある市街地形成の推進に
努められたい。

公立置賜総合病院周
辺の土地利用の構築

やや課題あり



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

幹線ネットワークと
しての縦軸と横軸の
整備促進

100

主要な幹線道路（国道287号、１１３
号）の整備促進に向け継続した推進活動
に努められたい。また、幹線道路から町
内への誘導が図られよう、ネットワーク
整備と街なかの吸引力・魅力づくりの工
夫が必要である。

幹線の結節による広
域ネットワーク化

-

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

環境教育の推進 -

団体、人材の育成 87.5
人材が広く派生していく仕組みを工夫
し、地域や家庭など日常的な取り組み、
意識改善に波及するよう努められたい。

ごみの減量化の推進 -

豊かな自然環境の保
全

-

快適な生活環境の創
造

87.5

水質や臭気等の定期的な調査を継続し、
環境の維持・保全に努められたい。ま
た、市街地水路の計画的な整備ととも
に、空き家対策の取り組みを進められた
い。

第２項　交通基盤の整備

道路交通基盤の整備
とネットワーク化の
促進

安全安心な住みよい環境の維持、改善
は不可欠である。継続的に事業を推進
されたい。

概ね順調
良好な環境保全と次
世代への継承

概ね順調

主要な幹線道路（国道287号、１１３
号）の整備促進に向け継続した推進活
動に努められたい。また、幹線道路か
ら町内への誘導が図られよう、ネット
ワーク整備と街なかの吸引力・魅力づ
くりの工夫が必要である。

環境教育の推進 概ね順調
継続的に事業を推進し、地域や家庭な
ど全町的な活動に浸透するよう努めら
れたい。

第６項　環境の保全



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

地域自治再構築への
支援

-

相互扶助とボラン
ティアの醸成

87.5
地域自立支援制度（地区計画）を継続
し、地域主体による活動意識の更なる促
進に努められたい。

地区ごとのまちづく
り計画（地区計画）
の策定促進

93.8

地域の課題や特性を捉えた地区計画策定
の取り組みは評価できる。各地区での取
り組みを共有し、町全体の活力につなげ
ていく工夫に努められたい。

地域自立支援制度の
確立・導入

-

地域づくりの核とな
る｢人づくり｣や地域
実践活動の支援

81.3

地域を担う継続的な人材育成は必要であ
る。マイスター認定者の活動機会をつく
り、有効性を高めていく取り組みを工夫
されたい。地域おこし協力隊の活動が町
民に伝わっていない。課題やテーマを与
え、活動や成果が見えるよう改善が必要
である。

地域（人、物、歴史）を
知る学習活動の促進

-

宝を磨くプログラム
の実施

81.3
地区計画に地域の特性や資源を活かすた
めの施策、プログラムの工夫が必要であ
る。

第４節　人と地域が共にかがやくまちをつくる

第３項　地域分権社会の推進

地域づくりの推進 概ね順調

地域の課題や特性を捉えた地区計画の
取り組みは評価できる。地域を担う人
材育成を継続的に推進し、町全体の活
力につなげていく工夫に努められた
い。

地域コミュニティの
再構築

概ね順調
自治会組織の改革、集落再生のきっか
けづくりとして地域主体の活動支援を
推進されたい。

地域の宝を生かす活
動の推進

概ね順調
地域の特性や資源を活かすための施
策、プログラム構成が必要である。



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

交流拠点の機能充実 87.5

まどかのリニューアルを契機に、町民の
憩いの場として一層の活用促進に向け、
情報発信と集客力向上の取り組みに工夫
されたい。また、ふれあいの丘の魅力増
進に向け、パークゴルフ場の早期整備に
努められたい。

交流資源の充実、
ネットワーク化

75.0

交流の担い手となる町民を巻き込んだ活
動、情報発信とともに、受け入れ態勢
（人材、団体等）の整備に努められた
い。

情報提供システムの
構築

81.3

交流の担い手となる町民を巻き込んだ活
動、情報発信とともに、受け入れ態勢
（人材、団体等）の整備に努められた
い。

各種交流事業の促進 87.5

基幹産業を活かした農都交流事業の推進
に努めるとともに、町の特性や資源、各
地区活動との連携、ネットワークづくり
を強化されたい。

自治体間、民間の交
流連携の推進

81.3
交流自治体との発展性ある活動を継続さ
れたい。また、置賜地域における行政間
の交流、連携の促進に努められたい。

国際交流の推進 75.0
受け入れ態勢（人材、団体等）の整備に
努められたい。

交流人材の育成 68.8
人材育成のための事業が乏しく、改善、
拡充が必要である。

川西ファンの拡大 81.3

町内出身者への継続した情報発信は必要
であり、特に、若年層に対する故郷への
親しみづくりの取り組みを検討された
い。

第４項　交流の拡大

交流資源や拠点の持つ有効な機能を活
かすための情報発信を強化するととも
に、受け入れ態勢の整備に努められた
い。

概ね順調交流基盤の構築

概ね順調
交流を担う人材を育成するための具体
的な取り組みが必要である。

交流人材の育成と川
西ファンの拡大

地域間交流、国際交
流の推進

概ね順調
発展性のある交流につながるよう工夫
されたい。



政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

学習効果を勘案した
学区の再編

-

学校給食の効率的、
効果的運営

-

施設の計画的な整備 87.5
小学校の学区再編の方向性を見据えた計
画的な施設整備に努められたい。

政　策　名 評価結果 最終評価意見 施　策　名 評価点数 評価の理由 個別意見

川西町まちづくり基
本条例の啓蒙

87.5

まちづくり基本条例を受けた具体的な取
り組み、情報発信が弱く、町民に浸透し
ていない。まちづくりへの町民参画が浸
透する仕組み、情報の共有化が必要であ
る。

情報の共有化、広
報・広聴活動の推進

87.5

継続して広報活動に努めるとともに、町
民との対話、意見交換等の広聴活動を積
極的にＰＲし、まちづくりへの参画意識
の高揚につなげられたい。

NPO、ボランティア
団体等の育成支援

81.3

公的事業を担う団体が多く、町行政との
連携が大切である。継続した支援に努め
るとともに、団体間の交流、情報交換が
促進する取り組みが必要である。

子どものまちづくり
への参画

75.0

海外研修事業の有益性を積極的にＰＲす
べきである。また、小学生、中学生、高
校生や親子で参画できる事業の工夫を検
討されたい。

教育環境の充実 概ね順調
小学校再編整備計画に基づいて、計画
的に地域との十分な協議を進めていく
こと。

第９項　自主・自律のまちづくりの推進

協働のまちづくりの
推進

概ね順調

まちづくり基本条例を受けた具体的な
取り組み、情報発信が弱く、町民に浸
透していない。まちづくりへの町民参
画が浸透する仕組み、情報の共有化が
必要である。

第５項　教育環境の整備・充実


